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0AL5100
サプライチェーンマネ
ジメント

1 2.0 1・2

社会工学を学ぶ大学院生が理解しておくべき物流
やサプライチェーン・マネジメント(SCM)の基礎
的な知識を習得する。まず、モノの流れ、お金の
流れを、情報の流れと結びつけ、サプライチェー
ン全体で情報を共有、連携し、全体最適化を図る
経営手法としてのSCMを理解する。その上で、SCM
と戦略論、生産管理、流通、マーケティング、
MISなど周辺領域との繋がりも理解する。

01CN201と同一。
2020年度開講せず。

0AL5101 都市・地域解析学 1 2.0 1・2 秋AB 金1,2 3E404
大澤 義明,鈴木
勉,石井 儀光

都市・地域解析の基礎知識を習得し、都市や地域
の構成要素の配置や密度をモデル化する技法を身
に付ける。都市の数理モデルと研究へのエートス
を学んだ上で、産業や施設の立地、人口動態、道
路ネットワークにおける渋滞などの身近な応用例
を見つけて、取り上げた問題のメカニズムを解明
したり、解決策を導いたりすることを行う。

01CF305, 01CN204と同
一。

0AL5102
都市開発プロジェク
ト・マネジメント/地域
経営論

1 2.0 1・2 秋AB 木3,4 3E404 有田 智一

都市開発プロジェクト・マネジメントに関する最
新の実例とその理論について解説し、下記に関す
る内容を取り扱って理解を深める。
1) 都市開発プロジェクトの企画・計画・事業化
等の概論
2) 都市開発プロジェクト・デザイン(設計プロセ
ス・建築家の役割等)
3) 都市開発プロジェクト・コンストラクション
マネジメント
4) エリアマネジメント、景観デザイン、公民協
調(PPP)
5) 都市開発プロジェクト及び街のブランド戦略
企画
6) 都市開発諸制度等公的制度・政策との連携
7) 都市開発プロジェクト事例の見学

01CN211と同一。

0AL5103 経済・政策分析 1 2.0 1・2 秋AB 木5,6 3E404
Tran Lam Anh
Duong,奥島 真一
郎,牛島 光一

本科目では、経済学的な観点から、経済政策とそ
の評価手法について考察する。具体的なテーマと
しては、環境、貿易、医療、教育などの問題を扱
う。経済政策に関する理論、分析手法、具体的知
識をバランスよく、かつ、専門的なレベルまで学
ぶことが本科目の目標となる。主な内容として
は、1環境政策に関する理論(税、排出権取引制度
等)、2国際経済政策に関する理論(貿易障壁、為
替政策等)、3政策評価のための手法(統計的因果
推論)、などである。

01CN215と同一。

0AL5104
ビジネス戦略:理論と実
践

1 2.0 1・2 秋AB 水5,6 3E404
吉瀬 章子,有馬
澄佳

企業経営における戦略の意義、機能、立案につい
て、実際の企業の事例から学ぶ。予習としてビジ
ネスケースもしくは学術論文を読み、講義におい
て教員と学生がディスカッションを行う、ケー
ス・メソッドの講義である。予習と講義、そして
講義後のレポート作成を通じて、企業のビジョン
や戦略、組織およびオペレーションに関し、実践
家の思考および行動を批判的に検討しながら、具
体的に学ぶ。講義を通じて、経営戦略(ビジネス
戦略)を構想するための基礎を身につけ、自ら戦
略的に考える能力を養うことを目指す。

01CN221と同一。

0AL5105 情報セキュリティ 1 2.0 1・2 秋AB 月5,6 3E404 繆 瑩

社会における電子商取引等の新たな情報技術の役
割の重要性を理解し、基盤技術である情報セキュ
リティを習得する。情報情報セキュリティの基礎
である暗号理論や認証理論、及び暗号理論や認証
理論を理解するための様々な数学を説明する。情
報セキュリティの電子商取引への様々な応用につ
いても具体例を使いながら紹介する。

01CF208, 01CN222と同
一。

0AL5106
ファイナンス:理論と実
践

1 2.0 1・2 春C
月・木
5,6

3E404 黒瀬 雄大

ファイナンスの実務的な側面についての講義を行
うことで、理論面の理解を深める。投資銀行業務
にまつわる話題を中心に扱い、グローバル金融資
本市場の生きた理論と実務を理解する。証券投資
の基礎、金融商品と資産運用、証券化、金融危機
の仕組みと金融機関の役割、金融資本市場の規制
と金融システム、フィンテック等の新しい動きの
金融資本市場への影響、コーポレート・ガバナン
スの今後、世界の金融資本市場展望といった話題
が含まれる。

01CN224と同一。
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0AL5107 資産評価論 1 2.0 1・2 秋AB 月5,6 3C201
高野 祐一,大久保
正勝

資産評価と投資行動に関する基礎理論と実証分析
の方法を学ぶ。授業の前半では、金融市場や金融
機関の基本的な役割、およびそれに参加する主体
の意思決定に付随する分析の枠組みを講義し、不
確実性がある状況での選択、リスクの尺度とリス
ク回避度、リスク回避と投資決定などを学ぶ。授
業の後半では、派生証券 (デリバティブ) の理論
と評価法について講義し、基本的なオプション理
論や2項格子モデル、ブラック‐ショールズ式、
資産ダイナミクスのモデルなどを学ぶ。

01CN305と同一。

0AL5108 離散数理 1 2.0 1・2 秋AB 月3,4 3E404
繁野 麻衣子,八森
正泰

この授業では、グラフ・ネットワークなどの離散
システムの理論や、マトロイド、半順序集合、数
え上げなどの組合せ論について論じる。集合論の
基礎からアルゴリズム理論、計算の複雑性につい
ても幅広く概観する。計算機科学や最適化理論と
の関係性を重視しながら、離散システムに関する
理論を具体例を多く用いながら講義する。そし
て、それら理論やアルゴリズム設計法を習得する
とともに、社会工学における応用についても理解
を深める。

01CN303と同一。

0AL5109 数理最適化理論 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4 3E404 吉瀬 章子

この授業では、連続最適化問題を解くための理論
とアルゴリズムの基礎として、基本となる制約の
ない連続最適化問題に対する最適性の条件とアル
ゴリズムを学んだ後、制約のある連続最適化問題
に対する最適性の条件、双対理論等について学
ぶ。具体的なトピックスとして、最適性条件、凸
集合、凸関数の性質、反復法、直線探索法、降下
法の大域的収束性、最急降下法、共役勾配法、
ニュートン法、制約付き最適化問題と最適性の条
件、凸計画問題に対する最適性の条件、双対問題
と双対定理、錐最適化問題等を予定している。

01CN304と同一。

0AL5110 地域科学 1 2.0 1・2 秋AB 月1,2 3E404 太田 充

都市・地域に関する諸問題を分析する際に用いら
れる地域科学の理論と実証についての講義を行
う。理論では、特に都市土地利用、都市規模に関
して家計の住宅選択行動をミクロ経済学の手法を
用いた分析方法について詳説する。主な内容は、
都市の実際とモデル分析、付け値関数アプロー
チ、家計の付け値関数、均衡土地利用と最適土地
利用、都市集計量と都市規模、都市集積の理由、
規模の経済と都市規模、空間相互作用、地域科学
と経済統計、空間計量経済学等である。

01CN311と同一。

0AL5111 都市形成史 1 2.0 1・2 春AB 火1,2 3B202
藤川 昌樹,松原
康介

前近代に成立した都市の構成が、如何なる影響を
現状の都市空間に与えているか、またどのような
都市計画的行為が加えられて来たかにつき、事例
を示しながら講義する。講義では現地見学も行
い、実態に即した知識の教授を行う。講義と平行
して文献・絵図・地図史料の分析、フィールド
ワークを受講者自身が行い、個別の都市空間の形
成プロセスを解明する課題にグループで取り組
む。国内および国外の都市に関する形成の歴史と
その調査法を学ぶことで、国内はもちろん多様な
文化的背景に基づく国際協力においても通用する
都市計画・都市経営のための基本的なスキル・知
見を体得する。

01CN312と同一。

0AL5112 住環境計画論 1 2.0 1・2 春AB 火5,6 3E404
藤井 さやか,山本
幸子

人口減少と少子高齢化がいち早く到来している地
域を主対象に、地域資源の活用や住民参加による
住環境計画・コミュニティ再生手法について解説
する。また実践事例を調査し講義内で発表および
受講生間での議論を通して縮小社会における持続
可能な住環境計画手法について考究する。社会的
且つ地域の課題に対応した住環境計画について、
地域の既存ストックを有効活用したハード(環境
整備)と地位寺内を活用したソフト(プロセス・マ
ネジメント)の両面から計画・立案できる能力を
身に着けることを目標とする。

01CN314と同一。
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0AL5113 ミクロ計量分析 1 2.0 1 春AB 月3,4 3E404 作道 真理

消費者や企業などの行動を定量的に分析するミク
ロ計量分析は、近年の計量経済学的手法の発展に
伴い、目覚ましい進歩を遂げている。本講義で
は、まず、計量経済学の基礎的な理論を学ぶ。そ
の上で、最新の計量経済学的な理論も紹介しなが
ら、消費者や企業などの行動を、データを用いて
定量的に分析する手法を習得する。様々な実証分
析や政策評価において、ミクロな視点からデータ
を適切に分析し得る技術習得を目標とする。

01CN326と同一。

0AL5114 生産・品質管理 1 2.0 1・2 春AB 木3,4 有馬 澄佳

前後半に分けて、以下2つの内容を実施する。
1)生産・流通管理における問題解決方法を組み立
てられる知識とスキルを習得させる。
2)ものづくりにおける品質管理の概観を理解させ
る。
主要な目的は、管理サイクル一連をたどることに
あります。課題発見のためにビジネス・プロセス
分析や改善サイクルを学び、具体的な対象企業に
ついてイノベーション&カイゼン企画と、シミュ
レーション等を用いた提案内容の効果検証を行う
ことである。知識を受動的に学ぶだけではなく,
学生が積極的に問題発見および解決する道を修得
していくようにすすめる。

01CN324と同一。

0AL5115 社会工学特別講義I 1 2.0 1・2 秋AB 集中 3E404
モヴシュク オレ
クサンダー

社会経済事象に関わる国際比較等について講義を
おこなう。いくつかの国際データセットを用いな
がら、生活水準や経済成長率などを例に、国際間
比較を行う視点やその相違の背景について学ぶ。
次に、それらの事象を説明する経済モデルについ
て紹介し、実際のデータを用いて計量的に同定す
るために必要となる基礎的な理論について学ぶ。

01CN056, 02CN054と同
一。

0AL5116 社会工学特別講義II 1 2.0 1・2

計量分析による国際経済比較について講義をおこ
なう。国際機関や論文等で公表されているデータ
を紹介しながら、分析の目的やデータの特徴に合
わせ、どのような計量経済学のモデルや推定手法
を用いるのが適切なのか、また、得られた結果を
どのように解釈すれば良いのかについて学ぶ。併
せて、計量分析に際してどのようなソフトウエア
を用いることが出来るか、それぞれの長所短所に
触れながら、紹介する。

01CN057, 02CN055と同
一。
2020年度開講せず。

サービス工学関連科目(専門科目)
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単位数
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修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AL5200 サービス工学特別講義I 1 1.0 1・2 春C 集中 3C201
梅川 智也,塩谷
英生

本授業は、梅川智也客員教授を中心とする日本交
通公社(JTBF)による提供科目である。JTBFの経
験・取り組みをもとに、市場・社会調査、データ
分析、提案という一連の調査・分析方法論を学
び、わが国の旅行・観光分野の現状と課題を踏ま
えた上で、市場分析、観光行動分析、観光消費分
析等の基本的考え方と方法論を理解する。

01CN953と同一。

0AL5201
サービス工学特別講義
II

1 1.0 1・2 春C 集中 3C201 木村 将之

本授業は、トーマツベンチャーサポートの木村将
之事業部長による提供科目である。新サービスの
事業計画の方法論について、世界のベンチャービ
ジネスの動向を知る木村事業部長から、新サービ
スの事業計画の方法論について学んでほしい。
ユーザーを観察により抽出したユーザーの課題を
理解したうえで、ソリューションを発案する。ソ
リューションを事業として実行可能なものとする
ために、価格決定、原価企画のプロセスを理解し
た上で、実行可能な事業計画を策定する。

01CN954と同一。

0AL5202
サービス工学特別講義
III

1 1.0 1・2 秋C 集中 3C201
高橋 一樹,南川
敦宣

データオリエンテッドマーケティングについて専
門家による実践的な話を含めて講義し、データオ
リエンテッドマーケティングの実践的方法論を学
ぶ。講義の中では、、マーケティングデータを次
の改善施策につなげることで、そのデータを価値
あるデータに変えるというPDCAサイクルをどのよ
うに実現するか、そのため適切なKPIをどのよう
に設定して全体最適を図るのかについて深く学
ぶ。

01CN955と同一。

リスク・レジリエンス工学関連科目(専門科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考
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0AL5300
エネルギー・環境モデ
リング演習

2 2.0 1・2 秋AB 木5,6
総合

B112-1
鈴木 研悟

現実のエネルギー・環境システムが抱える問題を
抽象化した定量的モデルを構築する技法を身に付
ける。構築されたモデルを計算機上に実装する方
法論を学修する。実装したモデルを用いたシミュ
レーションを通じて、エネルギー・環境システム
に関連するリスク、およびそれらへの対策につい
て総合的に議論する方法を学ぶ。システム最適化
モデルとゲーミングモデルの演習を通じて、エネ
ルギー・環境問題に限らず,巨大で複雑な社会シ
ステムの将来をデザインする視点を養うことを目
指す。
[受講生の到達レベル]
1) エネルギー・環境システムを最適化モデルと
して計算機上に実装できる
2) 実社会の問題をシステム最適化モデルを用い
て実社会の問題を分析・考察できる
3) ゲーミングモデルを用いて実社会の問題を分
析・考察できる

01CF411と同一。

0AL5301 サイバーリスク特論 1 1.0 1・2
春季休業

中
集中

大久保 隆夫,面
和成

一般的なソフトウェアの開発手法、および、Web
やモバイルのソフトウェアに潜在する典型的な脆
弱性を含む問題についての理解を深める。また、
脆弱性を作りこまないためのセキュアなソフト
ウェア開発方法について、講義および実習を通し
て技術を深める。情報セキュリティ対策は学際融
合技術であるが、それらを戦略的情報セキュリ
ティの観点から理解することを狙いとする。
[受講生の到達レベル]
1) ソフトウェアに潜在する典型的な脆弱性につ
いて理解する。
2) 従来のソフトウェア開発手法におけるセキュ
リティ実現の困難さについて理解する。
3) 脆弱性を作りこまないための最新のセキュア
なソフトウェア開発技術について修得する。

01CF206, 01CH750と同
一。

0AL5302
サイバーレジリエンス
演習

2 1.0 1・2 春A 月4,5
総合
B0110

島岡 政基,面 和
成,片岸 一起,西
出 隆志

サイバーレジリエンスを実現するためのより進ん
だ手法について暗号、ネットワーク、ソフトウェ
アなどの観点から輪講・演習形式を通じて学修し
理解を深める。
授業内容は次のとおり。
1) サイバー空間を含む社会の安全と信頼に関す
る講義
2) 上記に関連する文献調査・発表と討論
3) 他履修生の発表の聴講と討論

01CF213と同一。

0AL5303 セキュリティ論考特論 1 1.0 1・2 秋C 集中
総合
B811

甘利 康文,伊藤
誠

本講では、リスク、レジリエンス等の研究領域に
おいて、どの分野にも共通する「基本的な考え
方」に関する示唆を与える。その目的のために、
「セキュリティ」、「安全」、「安心」、そして
これらを脅かす「リスク」などを対象に、実務家
としての観点、概念的観点から論考する。また、
その基本的考え方に関係する「オペレーショ
ン」、「損失」、「有益」、「人と人との意思伝
達」、「技術」、「認識」、「存在」などの概念
について論じるほか、「サービス」、「社会」、
「世間」などのリスク・レジリエンス研究の成果
が適用される先についても、その何たるかについ
て検討する。さらに、物理的な実体をもたない形
而上の存在である上記の対象を、体系的に扱うた
めの「科学」の考え方、さらにその科学の知見
を、現に世の中で行われている人々の営為に活か
すための「工学」のあり方についても考える。

01CF214と同一。

0AL5304
ネットワークセキュリ
ティ特論

1 2.0 1・2
夏季休業

中
集中

総合
B811

西出 隆志,寺田
真敏

インターネットの常時接続の普及に伴い、マル
ウェアの流布を含むセキュリティ侵害活動は活発
化しており、その被害も広範囲かつ多岐に渡るよ
うになってきている。本講義では、セキュアな情
報システムを構成するにあたって念頭に置くべ
き、基本的なネットワークセキュリティを修得す
ることを目的とする。以下の内容に基づき講義す
る。
1) ネットワークアーキテクチャとセキュリ
ティ:TCP/IP,ネットワークサービス
2) ネットワークアプリケーションとセキュリ
ティ:DNS とセキュリティ,電子メールとセキュリ
ティ,Web アプリケーションとセキュリティ
3) 不正アクセス活動の現状と対策

01CF211と同一。
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0AL5305
ヒューマンファクター
演習

2 1.0 1・2 秋AB 木2
総合

B112-1
齊藤 裕一,伊藤
誠

自動化システムへの過信と不信、緊急時における
リスク回避と決定支援、リスク環境下での人間・
機械協調と支援インタフェースの設計・評価など
ヒューマンマシンインタラクションにおける
ヒューマンファクターの問題、ならびにコミュニ
ケーションや安全文化などチーム・組織における
人間の活動におけるヒューマンファクターの諸問
題について、その問題の記述のための諸概念・モ
デルや対策の方法論について具体的な事例分析を
行って理解を深める。

01CF117と同一。

0AL5306
ヒューマンファクター
特論

4 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

総合
B701-1

内田 信行,安部
原也,伊藤 誠

リスク・レジリエンスに関するヒューマンファク
ターの諸問題について、基礎的概念・理論を説明
するとともに、具体的解決の方法について、自動
車等の分野における最新の研究動向を含めながら
事例を解説する。とくに、視覚などの人の知覚・
認知の機能に焦点をあて、基本的なメカニズムと
自動車の運転などに与える影響や、そのヒューマ
ンファクターを考慮に入れた安全対策の立案法や
その効果評価について、演習を交えて学ぶ。

02RE716と同一。

0AL5307
プロセスシステムリス
ク特論

1 2.0 1・2 春AB 金3,4
総合
B108

岡島 敬一

エネルギープラント・化学プラントのプロセスシ
ステムの概要と、関連するプラント事故・故障事
例を体系的に紹介し、望まれるリスク管理の具体
的な対策について論じる。また、各自によるプラ
ント大規模事故事例についての調査・発表を通
し、議論を進める。事故状況、発生現象と技術的
要因・対策などの検討・議論を通し、事故体系
化, プロセスの危険性解析法などを学ぶ。エネル
ギープラント・化学プラントのプロセスシステム
の概要ならびに関連するリスクおよび事故事例を
理解し、リスク管理について理解を深める。

少人数でのディスカッ
ション形式を取り入れ
るため、受入れ上限数
を14名とする。【受入
上限数14名】
01CF412と同一。

0AL5308
リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(セ
キュリティ)

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

総合
B108

満保 雅浩,西出
隆志

本授業科目では、セキュリティにおけるリスク・
レジリエンスに関する現状を概観し、最近の重要
課題について講述する。暗号応用技術や関連する
セキュリティ技術によって社会にもたらされる安
全性や真正性保証、プライバシー保護などについ
て説明できるようになることを狙いとする。

0AL5309
リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(都市
防災・リスク情報論)

1 1.0 1・2 秋学期 集中
総合
B811

梅本 通孝,廣井
悠

本授業科目では、都市防災・リスク情報における
リスク・レジリエンスに関する現状を概観し、最
近の重要課題について講述する。都市防災分野や
災害情報分野における問題解決能力を養うことを
狙いとする。
[受講生の到達レベル]
都市の安全・安心に関する基本的な内容と今後の
展望を理解する。

0AL5310
リスクコミュニケー
ション

1 2.0 1・2 秋AB 木3,4
総合

B701-1
谷口 綾子,梅本
通孝

リスクコミュニケーションの本質と必要性を理解
するとともに、心理学・社会心理学における諸理
論や実務への適用事例などから、実際のコミュニ
ケーションの方法や留意点を理解する。具体的に
は、リスクの認知と受容、信頼の重要性、CAUSE
モデル、社会的ジレンマ等、理論を学ぶととも
に、土砂災害避難行動や交通渋滞緩和、環境配慮
行動に向けたリスクコミュニケーションの事例を
紹介する。また、関連文献の輪読やリスクコミュ
ニケーション施設の現地見学を行う。その上で、
受講生一人一人がテーマを選定し、講義や輪読、
現地見学で得られた知見を応用したリスクコミュ
ニケーション・ツールの提案を課す。

01CF309と同一。

0AL5311
レジリエンス社会へ向
けての事業継続管理

1 2.0 1・2 秋AB 金3,4
総合

B112-1

桐原 憲昭,見目
久美子,真城 源
学,谷口 綾子

事業継続管理に関する基本的知識体系(プロフェ
ショナル・プラクティス)10項目(以下専門業務と
いう)に基づいて、インシデント対応(緊急対応)
や事業継続計画策定の主要なコンポーネントを学
修し、ツール、そして実用的な経験を提供する。
教材は事業継続プログラムの開始とプロジェクト
管理、リスクや事業影響分析、脆弱性の分析、被
害防止、リスク緩和のプロセス等をカバーし、更
に組織が正常に事業を行うことを妨げる事象か
ら、復旧しサバイバルする為の“備え”が出来、
支援が出来る演習・テストと計画の維持管理、そ
の手順を開発して導入するまでをカバーする。
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0AL5312
レジリエント都市計画
演習

2 2.0 1・2 秋AB 火3,4
総合

B701-1

木下 陽平,鈴木
勉,谷口 綾子,梅
本 通孝

自然災害・人為災害による都市域の被害を軽減す
る方策について、計画論を理解するとともに、具
体的計画課題を対象に、地理情報システムや各種
統計ソフトを用いた定量的分析および政策評価の
手法を修得する。具体的には,教員が設定する
「都市リスクに関するデータと社会的課題」を各
学生に割り当て、学生は担当週までに分析手法を
自ら学び、チュートリアル形式で解説する資料を
作成し、当該週に他の学生に教示する.聴講する
学生は実際にチュートリアルで作業することで,
開設する学生は「他者に教える」ことでより深い
アクティブ・ラーニングとなることを意図してい
る.分析手法としては、SPSSやMS Excel等による
統計解析、GIS、MS Access等によるデータ分析を
予定している。

01CF310と同一。

0AL5313
環境・エネルギー・安
全工学概論

1 2.0 1・2 春AB 木5,6
総合
B0110

加藤 和彦,田原
聖隆,山本 博巳,
歌川 学,頭士 泰
之,岡島 敬一

エネルギー・環境問題を取り巻く状況はめまぐる
しく変わってきている。新たな変化にいかに対応
してこの問題に取り組めばよいか、エネルギーの
安定供給、経済効率性の向上、環境への適合、安
全性、の「3E+S」の視点から、この講義で考えて
いく。

01CF413と同一。

0AL5314 金融リスク解析 1 2.0 1・2 秋AB 金5,6
総合

B112-1
三崎 広海

投資や保険を含む広い意味での金融に関するリス
クを、定量的に計測、評価、管理するための手法
について、その概念や数理的技法の基礎を解説す
る。時系列データのモデル化のための手法(ARMA
モデル、GARCHモデル、他)や、定量的リスク管理
に関するいくつかのトピック(VaR、コピュラ、信
用リスク、極値理論、他)を講義する。
[受講生の到達レベル]
1) 定量的リスク管理の概念と手法を理解する
2) 金融市場の制度や規制に関する議論を概ね理
解できるようになる
3) 必要に応じて自らデータ分析を行うことがで
きる

01CF110, 01CN225と同
一。

0AL5315
災害リスク・レジリエ
ンス論

1 2.0 1・2 春AB 金5,6
総合
B108

藤原 広行,酒井
直樹,臼田 裕一
郎,青井 真,前田
宜浩,藤田 英輔,
山口 悟,三隅 良
平,木下 陽平

各種自然災害を網羅する形で、個別の災害リスク
評価からレジリエンス向上のための災害対応技術
までを俯瞰した講義を行う。具体的には、概論、
地震・津波災害(リスク評価、対策技術、観測技
術、シミュレーション技術)、火山災害・地盤災
害(リスク評価、対策技術)、風水害・雪氷災害
(リスク評価、対策技術、情報共有・利活用技術)
について理解を深めた上で、レジリエンス向上の
ための総合戦略について、平時や災害時の実践事
例を交え学修する。

01CF311と同一。

0AL5316
サイバーセキュリティ
特論

1 2.0 1・2 春AB 木3,4
総合

B112-1
面 和成

数理の情報科学への応用という観点で、ネット
ワークセキュリティ及び暗号技術など、サイバー
空間において情報セキュリティが応用される分野
に必要な技術について幅広く学修する。特に、サ
イバーセキュリティの基礎技術・関連技術を学
び、その応用力を身につけることをねらいとす
る。 合わせてそれが実際にどのように世の中に
役立っているかを理解することを目標とする。さ
らに、1. ネットワークシステムに潜む脅威と脆
弱性を理解する,2. ネットワークセキュリティ及
び暗号技術の基礎を習得する,3. 情報セキュリ
ティの応用技術を習得する,を受講生の到達レベ
ルとする。

01CF210と同一。

0AL5317
都市リスクマネジメン
ト論

1 2.0 1・2 春AB 金1,2
総合

B112-1
梅本 通孝,木下
陽平

都市域おける各種自然災害及び人為災害に関する
リスクマネジメントについて論じる。まず、ハー
ド・ソフト両面のバルネラビリティの観点から、
都市災害の意味と特性、各種災害による直接的な
被害と波及的な影響の諸様相等について解説す
る。その上で、リスクの同定、評価、処理などか
らなるリスクマネジメントのプロセスを踏まえ、
実在の都市における災害リスクを対象として、受
講者によるデータ分析・考察、適切な防災・減災
対策案の検討とその発表を行う。これらを通じて
都市災害のリスクマネジメントのあり方を議論す
る。

01CF308, 01CN205と同
一。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AL5318
認知的インタフェース
論

1 2.0 1・2 秋AB 月4,5
総合
B811

古川 宏

レジリエンスの高い状況適応的対応には、状況・
環境における制約と要件の的確な理解が不可欠と
なる。複雑な社会・技術システムにおけるユーザ
の情報提供環境を整備する方策として、認知的作
業解析に基づくヒューマンインタフェース設計法
について述べる。作業の要件を明らかにする認知
的解析法、状況理解に適した情報の決定法、情報
表示フォームの設計法などの実用的知識について
取り上げる。

01CF118と同一。

0AL5319

リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(情報
知能災害リスクマネジ
メント)

1 1.0 1・2 秋学期 集中
総合
B108

Li Wei-Sen,LIU
Yi-Chung,藤原 広
行,梅本 通孝

Disaster Prevention Research and Efforts in
NCDR. The main concepts proposed by NCDR are
aimed at how to implement scientific outputs
at level of policy formation, emergency
operation, information integration and risk
communication. With practical case studies,
it will office students a chance to think
the way to develop effective and efficiency
disaster risk management.

英語で授業。

情報理工関連科目(専門科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AL5400
Principles of
Software Engineering

1 2.0 1・2 春AB 水3,4 3A410
ヴァシラケ シモ
ナ ミレラ,高橋
伸

本科目では、基本的なソフトウェア工学の原理に
ついて学ぶ。現代の工学分野としてのソフトウェ
ア工学の必要性、様々なソフトウェア開発モデ
ル、ソフトウェア開発ライフサイクルの主要な段
階について学ぶ。また、アプリケーション開発中
にソフトウェアエンジニアが使用する基本的な
ツールとともに、プロジェクトの計画と管理、ソ
フトウェアエンジニアリングのビジネス側面につ
いても紹介する。

01CH215と同一。
英語で授業。

0AL5401
コンピュータグラフィ
クス特論

1 2.0 1・2 春AB 木1,2 3B302
三谷 純,金森 由
博,遠藤 結城

Computer graphics における立体形状モデリン
グ、レンダリング、アニメーションおよび画像処
理技術の理論と実践について、近年進展が目覚ま
しい深層学習 (deep learning) に基づく最新手
法も踏まえつつ、具体的な例を挙げて解説する。
現在日常的に広く使われているコンピュータグラ
フィクス (CG) 表現がどのように実現されている
のかについて理解を深め、CG 分野のトップ会議
で発表された論文の内容を含めて、最新のCG研究
の概観を掴めるようになることを目標とする。

西暦偶数年度開講。
02RB221と同一。

0AL5402
コンピュータサイエン
ス英語講義I

1 1.0 1・2 春C 集中
アランニャ, クラ
ウス

コンピュータサイエンス分野の最近の重要な課題
について、その分野における専門家が最新の動向
や成果などについて講義を行う。

英語で集中講義。
01CH751と同一。
英語で授業。

0AL5403
コンピュータネット
ワーク特論

1 2.0 1・2 春AB 木5,6 3B402 木村 成伴

各種情報ネットワークを対象に、これらのシステ
ム構築技術と各種伝送方式について述べる。特
に、誤り制御方式とフロー制御方式について説明
するとともに、メディアアクセス方式についても
述べ、その具体な使用例として、Ethernetと無線
LANを取り上げる。次に、インターネットで典型
的に用いられている IP や TCP 、UDPなどのプロ
トコルを取り上げる。IPに関連する通信制御技術
として、経路選択方式や輻輳制御方式について取
り上げるとともに、サービス品質についても解説
する。

01CH407と同一。
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0AL5404
サービスとデータプラ
イバシ

1 1.0 1・2 春C 集中
総合
B0110

佐久間 淳

データベースシステムやそれを支えるネットワー
クインフラの発展に伴い、個人の移動履歴、購買
履歴、医療・保険情報、Web閲覧履歴、 Web検索
履歴、 その他各種のサービス利用履歴等、あら
ゆる分野の情報の蓄積が開始されて久しい。この
ようなビッグデータは社会に高い価値を与える
サービスを与える潜在能力を持つが、その多くは
個人情報に属し、その取扱いには慎重さが要求さ
れる。 この授業では、このようなビッグデータ
が提供しうる新しい社会のデザインについて学ぶ
とともに、準同型暗号や秘匿回路評価など暗号理
論的安全性に基づく秘密計算の考え方、秘密分散
など情報理論的安全性に基づく秘密計算の考え
方、k-匿名性や差分プライバシーなど統計的なプ
ライバシ保護の考え方とそのデータ解析への応
用、社会科学の観点からソーシャルネットワーク
におけるアイデンティティと匿名性の捉え方、個
人情報保護法の観点から個人情報の保護と匿名加
工情報を通じた個人情報の活用など、データプラ
イバシーの様々な問題とその対処を、技術、社
会、法律、経済の観点から俯瞰する。

01CF209, 01CH746と同
一。
7/3,7/4

0AL5405
システムプログラミン
グ特論

4 2.0 1・2 秋AB 月5,6 3B302
前田 敦司,建部
修見

システムの設計・開発の基礎となるシステムプロ
グラミングについて、実例をあげて講義し、実習
を行う。システムプログラミングの定義および関
連する概念を通常のプログラミングと対比させて
学ぶ。システムプログラミングに必要な知識を、
特にPOSIXシステムについて学習する。POSIXにお
けるプログラミングモデルと、プロセス・メモ
リ・ファイルシステム・スレッドおよび通信等に
関するシステムレベルのプログラミング機能につ
いて講義し、課題を通じて実際的なプログラミン
グ技法を身につける。

01CH307, 02RE718と同
一。

0AL5406 システム最適化 1 1.0 1・2 春A 木3,4 3B311
久野 誉人,佐野
良夫

システムの運用や設計時に現れるさまざまな問題
の数理最適化問題へのモデル化と、その最適解を
求めるためのアルゴリズムの仕組みや計算の複雑
さについて、現実の応用に係るいくつかのトピッ
クスを通して学ぶ。具体的には、最適解が得られ
るまでに必要な基本演算の回数を問題規模の関数
として2つの問題クラスを定義する計算の複雑さ
の基礎理論を理解し、それに基づく効率的な最適
化アルゴリズムに関する重要な事柄についての知
識を身につける。

01CH109と同一。

0AL5407 システム制御 1 1.0 1・2 秋A 金3,4
河辺 徹,合原 一
究

不確かさを伴うシステムのモデル化や解析方法及
びその制御系設計方法、ならびに非線形力学系の
解析方法とそのモデル化手法について講義する。
構造的ならびに非構造的不確かさの表現方法やそ
れらを伴う制御システムに対するロバスト制御法
の代表的手法として2次安定化制御やH無限大制御
法について学ぶ。また、非線形力学系の分岐現象
の解析方法、カオスアトラクタや非線形振動子に
基づくモデリング手法ならびにそれらを用いた生
命現象の同期現象などの数理モデルへの応用例に
ついても学ぶ。

01CH108と同一。

0AL5408
ソフトウェアリポジト
リ分析技法

4 1.0 1・2 春C 集中 3B301 早瀬 康裕

ソフトウェアリポジトリを分析することの目的と
意義を理解し、リポジトリからデータを抽出して
分析できるようになることを目標とする。ソフト
ウェアリポジトリにはソフトウェア開発の履歴が
記録されている。本講義では、データ構造につい
ての学習とリポジトリ分析を行う演習とを通じ
て、リポジトリ分析の役割と意義を学ぶ。

0AL5409 データ工学特論I 1 2.0 1・2 秋AB 火3,4
総合
B0110

天笠 俊之,塩川
浩昭

データ工学の基礎および最近のトピックについて
講義する。まず、基礎となるデータベース技術に
ついて概観した後、データマイニングの主要な手
法について述べ、さらにグラフデータ処理等に関
連するトピックを取り上げる。なお、講義は英語
で行われるが、適宜日本語による補足も行なう。
データベース、データマイニング分野の基礎的
データ工学手法を理解すると共に、グラフデータ
処理等最新の技術動向についても学習する。

01CH304, 02RE703と同
一。
英語で授業。
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0AL5410 データ工学特論II 1 2.0 1・2 春AB 金3,4 3B202
陳 漢雄,堀江 和
正

各種の大規模データを対象とした検索支援や知識
獲得を中心とした情報検索手法について論じる。
まず基本手法についての概論を示し、続いて、検
索支援技法、Webクローリング、リンク解析の技
法、利用者マイニング、行動マイニング等のWeb
を対象とした各種の知識獲得技法を論ずる。ま
た、分散データ処理を実現する技術と代表的な実
装例を含む、周辺の最近の話題を取り上げる。

西暦偶数年度開講。
01CH305, 02RE704と同
一。

0AL5411
ヒューマンインタ
フェース特論I

1 1.0 1・2 秋AB 月2
志築 文太郎,川口
一画

人間がコンピュータシステムを扱う際には、情報
をやりとりするための界面であるヒューマンイン
タフェースを介する。本講義では、ヒューマンイ
ンタフェースの諸概念や基盤技術、特にユーザビ
リティに関する諸概念やコンピュータシステムの
ユーザビリティを向上させるための技術を事例と
共に学ぶ。またソフトウェアやハードウェアの
ヒューマンインタフェースに関する最近の話題や
未来動向を学習する。これらを通じて、ヒューマ
ンインタフェースの設計や研究開発に役立つ知識
を身につける。

01CH216と同一。

0AL5412
ヒューマンインタ
フェース特論II

1 1.0 1・2 秋AB 金2 3B401 高橋 伸

人間とのインタラクションを前提とした情報シス
テムを利用者視点で設計できる能力の開発を目的
として、ヒューマンインタフェースのデザイン・
開発に必要となる知識およびスキルを、講義と演
習を交えて学習する。講義では、直接操作と知的
システム、実世界指向、ソーシャルインタラク
ションなど、ヒューマンコンピュータインタラク
ション(HCI)における重要な概念と論点をいくつ
か概説する。演習では、CHIやUISTなどHCI分野に
おけるトップ国際会議における最新の論文を講読
し、その内容について議論を行う。

01CH217と同一。

0AL5413
プログラミング環境特
論

1 2.0 1・2 秋AB 木5,6 3B301
建部 修見,佐藤
三久

並列プログラミングやオブジェクト指向プログラ
ミングなど高度な情報処理システムを実現するソ
フトウェアの開発のための最先端プログラミング
言語処理系および開発環境について論じ、並列プ
ログラミング、分散プログラミング、Webプログ
ラミングなどのプログラミング環境について学
ぶ。
次の項目について、講義する予定:高性能並列プ
ログラミング環境、グリッド・プログラミング環
境、クラウド・プログラミング環境、Javaによる
分散プログラミング環境、Webプログラミング環
境、GPUプログラミング環境、組み込みシステム
向けプログラミング環境

01CH301, 02RE717と同
一。
英語で授業。

0AL5414 プログラム言語特論 1 1.0 1・2 春AB 火2 3B302
亀山 幸義,海野
広志

関数型プログラミングと型システムに基づいたプ
ログラム言語論の最新の研究について、2-3のト
ピックに絞って、応用とその技術的・理論的背景
について学習する。関数型プログラム言語を用い
た演習・レポート作成を行う。

0AL5415 プログラム理論特論 1 1.0 1・2 秋A 金5,6 3B302
水谷 哲也,亀山
幸義

プログラムの理論的基礎を理解することを目的と
し、形式的仕様および検証の概念および方法を習
得する。逐次的手続型プログラムの数理論理的・
形式的仕様記述、正当性(部分的正当性と停止性)
のHoare論理による公理的検証を学ぶとともに、
非決定的プログラム系に関しても形式的仕様記述
および最弱前条件に帰着される正当性のダイクス
トラによる形式的検証方法を学ぶ。

0AL5416 音声メディア工学特論 1 1.0 1・2 春AB 水2 3B303
牧野 昭二,山田
武志

実環境における人と機械の音声コミュニケーショ
ンを実現するための基盤技術である音源分離や音
声認識等を取り上げ、その基礎から応用までを概
説する。まず、人間の音声器官、聴覚器官の構造
と機能、及び音声分析・特徴抽出について述べ、
DPマッチング、隠れマルコフモデル、深層学習等
の音声認識技術を説明する。そして、独立成分分
析・スパース成分分析に基づく音源分離技術、及
びマイクロホンアレー、エコーキャンセラ、適応
フィルタなどの音声強調技術について説明する。

01CH507と同一。
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0AL5417 画像認識特論 1 2.0 1・2

3次元物体や状況認識・理解など、人間の持つ高
度で柔軟な視覚情報処理を情報科学的観点から概
説したうえで、これらの視覚処理をコンピュータ
を用いて如何に実現するかについて述べる。画像
認識に必要な数理について十分に理解した後、認
識の核となるパターン認識について理解する。応
用事例として、顔、手などを用いたバイオメトリ
クス、一般物体認識、シーン認識などを挙げなが
ら講義を進める。

2020年度開講せず。
2021年度より隔年開
講。

0AL5418 回路工学特論 1 2.0 1・2 春AB 月3,4 3B301 庄野 和宏

アナログ回路、特にフィルタの設計問題を取り扱
う。フィルタの伝達関数、与えられた周波数特性
から希望する伝達関数を設計する方法、実際に仕
様を与えて回路を設計する方法、様々な回路実現
方法による得失を取り扱う。そのために、主に次
の内容について述べる。(1)抵抗-演算増幅回路に
ついて述べる。(2)双一次伝達関数と周波数応
答、極と零点について述べる。 (3)一次回路にお
けるカスケード設計について述べる。 (4)バイ
カッド回路については、主に周波数特性と定数決
定法について述べる。(5)バタワースローパス
フィルタについては、バタワース特性、Sallen-
Key回路について述べる。(6)チェビシェフ応答に
ついては、リサージュ図形、チェビシェフ振幅特
性、チェビシェフフィルタの極配置について述べ
る。また、(7)素子感度について述べ、回路構造
を客観的に判断する方法について述べる。

西暦偶数年度開講。

0AL5419 基礎計算生物学 1 2.0 1・2 秋AB 木1,2 3B301

牧野 昭二,佐藤
三久,櫻井 鉄也,
稲垣 祐司,庄司
光男

計算生物学についての基礎的な概念と計算手法に
ついて学ぶ。本講義では、計算機を用いて生物学
で現れる各種の問題を解くための基礎的な手法に
ついて理解する。分子系統解析、分子動力学法、
現象のモデル化とアルゴリズム、成分分析法、高
性能計算について説明する。

01CH107, 02RE711と同
一。
英語で授業。

0AL5420 計算言語学特論 1 2.0 1・2 秋AB 火5,6 3B303 乾 孝司

人間が話したり書いたりする自然言語データを計
算機処理する分野を自然言語処理と言う。本講義
では自然言語処理に関して、基礎解析技術から応
用技術まで言語学の視点を適宜織り交ぜつつ幅広
く講義する。基礎解析技術としては形態素解析、
構文解析、意味解析、照応解析および固有表現抽
出を扱う。また、応用技術としては情報抽出、文
書分類、評判分析を扱い、自然言語処理の各課題
に用いられるアルゴリズムを理解し説明できるよ
うになることを学習目標とする。トピックに応じ
て、コーパスや辞書などの言語資源についても解
説する。

西暦偶数年度開講。
01CH611と同一。

0AL5421
高性能コンピューティ
ング特論

1 2.0 1・2 秋AB 水2,3
総合
B0110

朴 泰祐,高橋 大
介

本講義では、今日の先端的科学技術計算(計算科
学、計算工学)を支える高性能コンピューティン
グ技術に関して、並列処理システム、プロセッサ
アーキテクチャ、相互接続ネットワーク、数値計
算アルゴリズム、性能最適化手法等のハードウェ
アからアプリケーションまでのあらゆる階層に跨
がる技術について概説する。また、最先端の実シ
ステムと実アプリケーションについても紹介す
る。本講義は高性能計算システムを利用するアプ
リケーション側の学生と、高性能計算システムを
提供するシステム側の学生の両方を対象とし、ど
ちらの立場にも他方の考え方を理解させ、コデザ
インの概念に基づく高性能計算技術の基礎を身に
つかせることを目指す。

01CH406, 02RA220,
0BTX123と同一。
英語で授業。

0AL5422 視覚計算特論 1 1.0 1・2 春AB 木3 3B302 酒井 宏

ヒトの視覚が示す高度な知覚・認識に注目して、
生理学・心理学の基礎を交えて、大脳皮質で行わ
れている計算メカニズムを概説する。神経系で行
われている計算原理と、視覚機能の生起メカニズ
ムを理解する。多様な神経現象の理解や、工学応
用の素養となる、脳における認知情報処理の概要
を習得する。

01CH607, 02RB235,
02RE706と同一。
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0AL5423 集積システム工学 1 2.0 1・2 春AB 火5,6 3B301
安永 守利,金澤
健治

パソコン、ゲーム機、スマートフォンからスー
パーコンピュータまで、これらのシステムは全て
大規模集積回路(VLSI)によってハードウェア実現
されている。本講義では、これら集積システムの
中心となる大規模集積回路の要素技術(半導体材
料、トランジスタ技術、回路技術、製造プロセ
ス・実装技術、テスト技術、ハードウェア記述言
語など)について解説する。さらに、こららの要
素技術がどのように有機的にむすびついて高性能
な集積システムが実現されるかについて述べる。
また、集積システムの応用例(制約問題の高速処
理や画像処理など)を示し、今後の集積システム
の展望について解説する。

VLSIs are fundamental components for every
computing system including PCs, video games,
smart phones and supercomputers. This
lecture introduces the fundamental concepts
for VLSI systems: circuit model,
implementation, design methodology,
applications et al. The problems of VLSI
technology in the near future are also
discussed from the viewpoint of the circuit
scale and the high integration.

01CH405と同一。

0AL5424 信号画像処理特論I 4 1.0 1・2 春A 月5,6 3A306 工藤 博幸

マルチメディアの基盤技術である画像・音声など
のメディア情報の符号化(圧縮)と呼ばれる分野に
ついて、メディア符号化技術の全体像が理解でき
るように体系的に解説する。具体的には、1) 音
声符号化の手法として実用されている差分パルス
符号変調(DPCM)の原理をパーツとして使われてい
る数学的手法・符号化アルゴリズムの詳細・性能
を向上させる工夫を含めて説明、2) 画像符号化
や楽音符号化の手法として実用されている変換符
号化(特にJPEG)の原理をパーツとして使われてい
る数学的手法・符号化アルゴリズムの詳細・性能
を向上させる工夫を含めて説明、3) 他の符号化
手法としてサブバンド符号化・ベクトル量子化・
動画像の符号化について説明、の順序で講義を行
う。また、毎回の講義の後半の時間を使用して各
週の講義内容に関する問題に解答して理解度を確
認する演習を実施する。

02RE708と同一。

0AL5425 信号画像処理特論II 1 1.0 1・2 春B 月5,6
鈴木 大三,亀山
啓輔

マルチメディアの技術であるフィルタリングによ
る画像処理について解説する。まずはいくつかの
平均フィルタによる画像のノイズ除去や平滑化に
ついて、次にいくつかの微分フィルタによる画像
のエッジ抽出や鮮鋭化について、さらにスパース
性とエネルギー最小化問題による同様の画像処理
についての講義を行う。それぞれの原理をパーツ
として使われている数学的手法や性能をあげる工
夫を含めて理解できるように、基本的な考え方か
らより高精度なフィルタリングまで順を追って、
かつ実際の処理結果を見せながら説明する。

01CH509, 02RE709と同
一。

0AL5426 信号画像処理特論III 1 1.0 1・2 春C 月5,6 3A306 滝沢 穂高

信号画像処理や医用イメージング,計算機診断支
援,ROC解析などのトピックスを取り上げて解説す
る.

01CH510, 02RE710と同
一。

0AL5427
数値シミュレーション
特論

1 2.0 1・2 春AB 木5,6 3B406 蔡 東生

コンピュータアルゴリズムを使い工学、化学、医
学、経済学で現れるシミュレーション問題を解
く。具体的な項目として、差分法、緩和法、エン
トロピー最大化法、フラクタル、人工生命を使っ
た物理的現象モデル、カオスの理論とその応用等

01CH105と同一。
英語で授業。

0AL5428 数理アルゴリズム特論 1 2.0 1・2

科学計算で現れる各種のモデリングとアルゴリズ
ムについて、とくに大規模な線形計算を中心に講
義する。
1. 物理現象を表すモデリングと応用事例を学
ぶ。
2. 行列演算に関する基本的事項を習得する。
3. 線形方程式の反復解法について理解する。
4. 固有値問題の解法について理解する。
5. 数値計算手法の並列化について理解する。

02RE707と同一。
英語で授業。
2020年度開講せず。
2021年度より隔年開
講。
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0AL5429 知能感性処理特論 2 2.0 1・2 秋AB 金3,4 大矢 晃久

ロボット工学における最近の研究例の中から、知
能活動にセンサ情報処理や感性が関わる題材を選
び、発表形式をとりながら学習することを通し
て、ロボットなどの機械知能の活動について、セ
ンサ情報処理や人間的感性に基づく処理方法等の
観点から、その仕組みについて学ぶ。また、単純
な機械のセンサと情報処理を複雑化していく中で
段階的に発現する知的行動から、「知能とは何
か」をグループ討論により導き出し、「知能」に
対する理解を深める。

01CH205と同一。

0AL5430 適応的メディア処理 1 1.0 1・2 春AB 月2 3B303 亀山 啓輔

メディア情報の処理、認識、検索に際して用いら
れる適応的な手法について講述する。メディアコ
ンテンツの適応的な扱いを行う際に必須となる機
械学習や信号・画像処理の基本的知識やアルゴリ
ズムに重心を置きつつ、近年の研究動向も含めな
がら講義を行う。

01CF114, 01CH609と同
一。
英語で授業。

0AL5431 統計的言語モデル特論 1 2.0 1・2

人の言葉(自然言語)をモデル化する技術である
「言語モデル」の体系を講義する。特に、確率・
統計的なモデルを考え、大規模なテキストデータ
からモデルパラメータを精度よく推定する様々な
手法を学ぶ。具体的には、自然言語の統計的な性
質とマルコフモデルに基づく言語モデルの基本的
枠組み(評価法を含む)を学んだ後に、2つ言語モ
デル(backoffモデル、線形補間モデル)とパラ
メータ推定法を学ぶ。パラメータ推定法として、
各種ディスカウント手法、Kneser-Ney法、EMアル
ゴリズム、最大エントロピー法等を学ぶ。

01CH603と同一。
2020年度開講せず。
2021年度より隔年開
講。

0AL5432 非線形システム特論 1 2.0 1・2 秋AB 金5,6 3B301 徳永 隆治

物理、化学、生体及び数理系にみられるカオス・
フラクタル・分岐等の非線形現象を紹介し、その
発生機構を力学系理論に基づき講義する。まず、
1次元差分力学系を例に乱雑な軌道の発生機構お
よび不変集合とフラクタルの関係性について学
ぶ。次に、2次元連続差分力学系における漸近安
定な不変集合について学び、これを3次元微分力
学系の挙動と対応づける。さらに、力学系を係数
族へ拡張し、不変集合の形成過程を一連の分岐現
象により特徴づけ、カオスへの普遍性的ルートと
して理解する。

01CH101と同一。

0AL5433 分散システム特論 1 2.0 1・2 春AB 月5,6 3B302
加藤 和彦,阿部
洋丈,大山 恵弘

LANやインターネット上で分散システム構築を行
うための基本概念、設計論、実装技術を概説す
る。また、クラウドコンピューティングの技術動
向についても解説する。

西暦偶数年度開講。
02RB213と同一。

0AL5434 並行システム 1 2.0 1・2 春AB 金3,4 3B302 新城 靖

並行システムについて紹介し、並行分散アプリ
ケーションの構築に必要なソフトウェア技術につ
いて論じる。具体的には、マルチスレッド・プロ
グラミングにおけるモニタと条件変数、遠隔手続
き呼出し、グループ通信、分散共有空間、およ
び、トランザクションについて述べる。また、歴
史的に重要な並行プログラミング言語を紹介す
る。具体的には、Concurrent Pascal、
Communicating Sequential Processes、Ada、 並
行オブジェクト指向モデル、Actors、Emerald、
Scala、 並行論理プログラミング, Guarded Horn
Clauses、Argus 等を紹介する。プログラミング
を通じて、理解を確認する。具体的には、スレッ
ド、遠隔手続き呼出し、分散共有空間を使った並
行プログラムの作成を課題とする。

01CH303と同一。

0AL5435
並列処理アーキテク
チャ特論

1 2.0 1・2 秋AB 月3,4 3B302
三宮 秀次,冨安
洋史

並列処理アーキテクチャについて、システムの仕
様記述・検証手法及び実現法の両面から、基礎的
事項から最近の研究事例(例えば、データフロー
モデルなど)を交えて講義する。まず、従来の並
列処理方式の問題点を明らかにして、その解決法
を議論する。また、高機能、高性能化を達成する
のみならず、インフラストラクチャとしての情報
システムの保守性、連続性の考え方、ならびに、
これからの並列、分散処理方式の将来の在り方、
動向にも言及する。

西暦偶数年度開講。
01CH402と同一。
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0AL5436 並列分散システム特論 1 2.0 1・2 秋AB 火1,2
総合
B1001

山際 伸一

並列分散システムにおける情報の授受と共有につ
いて論じる。特にクラスタにおける効率よいメッ
セージ通信やデータ共有に関して、それを支える
アーキテクチャ技術、ネットワーク技術、ソフト
ウェア技術について解説する。スーパーコン
ピュータのような複数のプロセッサを協調動作さ
せることで、大きな問題(アプリケーション)を高
速実行するための高度な計算機アーキテクチャ、
および基盤となるソフトウェアの構成と原理を理
解し、その仕組みを解説できることを目標とす
る。

西暦偶数年度開講。

0AL5437
フロンティアインフォ
マティクス特論A

1 1.0 1・2 秋AB 集中 天笠 俊之

理工学の問題領域における情報学的アプローチに
基づく問題解決について学ぶ。まず、各分野にお
ける基本的事項およびデータの取り扱いについて
学習する。さらに、当該分野のデータに対して
データマイニングや機械学習等を実際に応用する
事例について,講義と実習を織り交ぜながら学習
する。本講義では、宇宙物理情報学、物性情報学
について学ぶ。

英語で授業。

0AL5438
フロンティアインフォ
マティクス特論B

1 1.0 1・2 秋AB 集中 天笠 俊之

理工学の問題領域における情報学的アプローチに
基づく問題解決について学ぶ。まず、各分野にお
ける基本的事項およびデータの取り扱いについて
学習する。さらに、当該分野のデータに対して
データマイニングや機械学習等を実際に応用する
事例について,講義と実習を織り織り交ぜながら
学習する。本講義では、バイオ情報学、気象情報
学特論について学ぶ。

英語で授業。

知能機能システム関連科目(専門科目)
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0AL5500 コンテンツ工学 1 2.0 1・2 秋AB 木1,2 3L201 星野 准一

人間を中心とした通信・機械・センシング・コン
ピュータ技術を活用したデジタルコンテンツ
(ゲーム、映画、アニメーション、玩具、エンタ
テインメントロボットなど)の構成手法、開発プ
ロセス、外観デザイン、作品分析、市場動向、ビ
ジネスモデルについて教授する。これらを通じ
て、知能機能システムにおけるコミュニケーショ
ンシステム分野の専門知識を養う。

01CK408と同一。

0AL5501 サイバニクス 1 2.0 1・2 春AB 月3,4 3L207
山海 嘉之,河本
浩明,鈴木 健嗣

サイバニクスとは、人・ロボット・情報系が融合
した新学術領域である。人類の進化の場が、フィ
ジカル空間からサイバー・フィジカル空間へと拡
張されてきたが、さらなる進化・発展のために
は、『人』+『サイバー・フィジカル空間』で構
成される『サイバニクス空間』を扱うことができ
る「サイバニクス」が重要な役割を担う。本講義
では、医療イノベーションや社会イノベーション
などの観点を交えて、サイバネティクス、メカト
ロニクス、インフォマティクスを中心として、
脳・神経学、行動科学、ロボット工学、AI、IT技
術、生理学、心理学、システム統合技術、ビッグ
データ、法律、倫理・哲学、経営などを融合した
サイバニクスの基礎と実際について講究する。

2020年度はオンライン
で実施
西暦偶数年度開講。
01CK203, 02RB202,
02RE701と同一。
要望があれば英語で授
業

0AL5502 システムモデリング 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4 3L207 長谷川 学

科学、工学分野で取り扱われている数理モデル、
物理モデルの中からテーマを選び、その諸特性の
解析法について教授する。具体的には、ミクロな
視点に基づく分子の運動のモデリング手法と、モ
デルに立脚した数値シミュレーション手法である
分子動力学法、モンテカルロ法、直接シミュレー
ションモンテカルロ法の理論について論ずる。こ
れらを通じて、知能機能システムにおけるシステ
ムデザイン分野の専門知識を養う。

01CK102と同一。
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0AL5503
スマートインフォメ
ディアシステム特論

4 2.0 1・2 春AB 月5,6 3A402 延原 肇

★本講義は、完全オンラインで実施予定です。基
本的に大学に来なくても単位取得可能です★

 

本講義では、世の中に溢れる情報(ビッグデータ)
や複雑怪奇な現象を、粋(いき)に処理・解析する
方法論の総称をスマートインフォメディアシステ
ムと定義する。本講義では、スマートインフォメ
ディアシステムの代表的なもの、例えば、黄金比
などの美しさ、交通渋滞のメカニズム、ソーシャ
ルメディアの炎上、鳥インフルエンザなどの感染
現象、マーケティングにおける口コミ効果、ビッ
グデータに潜む興味深い法則の発見、機械学習に
よる人工社会の構成など、それらの原理を簡単な
プログラミング演習を通して教授する。本講義の
ポリシーは、(プログラミングで)楽しみながら、
講義のテーマの本質を会得し、気が付いたら、そ
の分野のエッジ(最先端)に到達していた、と感じ
てもらうことである。これらを通じて、知能機能
システムにおけるシステムデザイン分野の専門知
識を養う。

2020年度はオンライン
で実施
01CK107と同一。

0AL5504
ソーシャルロボティク
ス

1 2.0 1・2

人間や社会と関わるロボット技術について、その
歴史、基本要素、および、応用事例を教授する。
そして、最終的にはロボットの概念を抽象化し、
工学に軸足を置きながらもより広い視野をもって
未来社会のグランドデザインを考えていく。これ
らを通じて、知能機能システムにおける人間・機
械・ロボットシステム分野の専門知識を養う。

01CK214と同一。
2020年度開講せず。

0AL5505 通信基礎論 1 2.0 1・2 秋AB 月1,2 3L206 海老原 格

現代社会で広く用いられている携帯電話や無線
LANなどの無線通信、および、光ファイバーなど
の有線通信で用いられている通信システムの基礎
を体系的に教授する。具体的には、基本的な信号
処理技術を復習した後に、通信システムのモデ
ル、送信機・受信機におけるアナログ・ディジタ
ル変復調技術、および通信路の性質について論ず
る。これらを通じて、知能機能システムにおける
コミュニケーションシステム分野の専門知識を養
う。

01CK411と同一。

0AL5506 デジタル制御特論 1 2.0 1・2 秋AB 火1,2 3B204
河合 新,Nguyen
Triet Van

開ループおよび閉ループ連続時間システムの離散
時間モデルという観点から一般的なディジタル制
御系を教授する。プラント入力に注目してアナロ
グ制御系をディジタル化するという点が本講義の
特徴である。特にいかなるサンプル周期に対して
も安定性を保証する、PIM法と呼ばれるディジタ
ル再設計法を紹介する。なお、連続時間と離散時
間での結果をより簡単に関係付けるために、通常
のシフト演算子に換わり、デルタ演算子を用い
る。これらを通じて、知能機能システムにおける
計測・制御工学分野の専門知識を養う。

01CK305と同一。

0AL5507 バーチャルリアリティ 1 2.0 1・2

人間の知覚特性や各種感覚の入出力ハードウエア
およびソフトウエアの観点からバーチャルリアリ
ティ(VR)システムの基本的な設計方法について教
授する。特に、触力覚提示システムや多感覚VRシ
ステムの構成手法に焦点を絞った解説を行う。ま
た、構築したシステムの信頼性を評価するための
評価手法についても触れる。これらを通じて、知
能機能システムにおける人間・機械・ロボットシ
ステム分野の専門知識を養う。VR システムの基
本的な仕様設計ができるようになることを、授業
の到達目標とする。

01CK208と同一。
2020年度開講せず。

0AL5508
ユーザビリティテス
ティング

4 2.0 1・2 秋AB 月1,2 3L201 山下 淳

システムの構築では、適切な手法を用いて評価を
行い、次の開発へとフィードバックすることが重
要である。この講義では、システムを評価するた
めの手法について教授する。具体的には、統計的
分析のほか、社会学的な分析手法、および実験環
境の構築方法などについて論ずる。これらを通じ
て、知能機能システムにおける人間・機械・ロ
ボットシステム分野の専門知識を養う。

01CK209と同一。
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0AL5509 ロボット制御論 1 2.0 1・2 春AB 火3,4 3L207 坪内 孝司

「繰り返し学習制御」や「適応制御」などの現代
的なマニピュレータの制御手法を理解するための
基礎となるロボット制御手法を教授する。ロボッ
トマニピュレータの機構を解説し、マニピュレー
タの関節構成からその運動方程式を導出する。さ
らに各関節に位置や速度に関する基本的なフィー
ドバックを施した際の安定性を、古典的なリアプ
ノフの直接法によって証明する。これらを通じ
て、知能機能システムにおける人間・機械・ロ
ボットシステム分野の専門知識を養う。

2020年度はオンライン
で実施
01CK205と同一。

0AL5510 運動制御論 1 2.0 1・2 秋AB 水1,2 3B406 藪野 浩司

様々な機械システムを取り上げ、線形および非線
形ダイナミクスに関する数理解析的なアプローチ
法を講術し、自励振動、パラメータ励振、オート
パラメトリック励振などの、非線形共振現象の特
性を明らかにする。
さらに、非線形現象を積極的に用いた、運動制御
法を解説し、高機能・高性能な機械システムをデ
ザインするたの基本的な考え方を教授 する。こ
れらを通して、知能機能システムにおける計測・
制御工学分野の専門知識を養う。

0AL5511 音響工学特論 1 2.0 1・2 秋AB 月4,5 3L207 若槻 尚斗

波動としての音波の性質、音声情報の解析、ラウ
ドネス、マスキングなど聴覚の特性などを教授す
る。さらに波動方程式などの数学的裏付けを理解
し、音場の解析法を教授する。これらは計測・通
信・バーチャルリアリティ・ロボットなどの研究
分野において基礎となるものである。これらを通
じて、知能機能システムにおける計測・制御工学
分野の専門知識を養う。

01CK302と同一。

0AL5512 機械学習論 1 2.0 1・2 秋AB 金1,2 3A203 澁谷 長史

訓練事例や経験から、機械(計算機)がよい振る舞
いを学ぶという技術である機械学習について教授
する。教師あり学習、強化学習、教師なし学習な
どの各分野にわたって多くの事例を体系だって紹
介するとともに、その周辺分野の技術についても
論ずる。これらを通じて、知能機能システムにお
けるシステムデザイン分野の専門知識を養う。

01CK109と同一。

0AL5513 実世界指向センシング 1 2.0 1・2 春C 集中
北原 格,山口 友
之

実世界の理解に資する計測・認識理解技術につい
て教授する。3次元世界と2次元画像の時間・幾何
学・光学的な関係に基づき、実世界を撮影した画
像情報から3次元映像メディアやロボットビジョ
ンを構築するために必要な基礎理論とその応用に
ついて解説する。また、画像計測や慣性計測を軸
とした、人の身振り手振りなどの身体動作情報を
計測する方法論と、計測データの信号処理、信号
表現、及び提示手法までの一連の流れについて解
説する。これらを通じて、知能機能システムにお
けるコミュニケーションシステム分野における専
門知識を養う。

2020年度はオンライン
で実施
01CK313と同一。

0AL5514 言語情報処理特論 4 2.0 1・2 秋AB 火1,2 3L207 宇津呂 武仁

形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析等の
基盤的自然言語処理技術について解説した後、そ
れらの応用としての、情報抽出、質問応答、文書
要約、をはじめ、情報検索・ウェブ検索等の各種
情報アクセス技術について論じる。これらを通じ
て、知能機能システムにおけるコミュニケーショ
ンシステム分野の専門知識を養う。

01CK409と同一。

0AL5515 錯覚とインタフェース 1 2.0 1・2 秋AB 火5,6 3A405 橋本 悠希

外界からの刺激である視覚、聴覚、平衡感覚、体
性感覚、嗅覚、味覚などに対して、人間がどのよ
うに知覚・処理しているのかを、様々な錯覚現象
を通して教授する。また、錯覚を利用した研究例
から、錯覚をインタフェースに応用するための設
計論を議論する。これらを通じて、知能機能シス
テムにおける人間・機械・ロボットシステム分野
の専門知識を養う。

01CK213と同一。

0AL5516 視覚システム論 1 2.0 1・2 秋AB 月4,5 3L206
亀田 能成,掛谷
英紀

外界と計算機と人間の間の情報交換を、画像メ
ディアを用いて行うための科学と工学について論
じる。そこで、人間の視覚について学ぶととも
に、人間の視覚に情報を提示するためのメディア
である3次元ディスプレイ、自由視点映像、拡張
現実感、複合現実感について概説する。これらを
通じて、知能機能システムにおけるコミュニケー
ションシステム分野の専門知識を養う。

01CF113, 01CK405と同
一。
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0AL5517 自律移動ロボット学 1 2.0 1・2

自分自身が動きまわる能力を持つ自律機械のため
の知能化技術である、移動ロボットの制御とメカ
ニズム、自己位置の推定、環境認識、マップ構築
とSLAM、動作計画、コントローラの構成法などに
ついて教授する。これらを通じて、知能機能シス
テムにおける人間・機械・ロボットシステム分野
の専門知識を養う。自律移動体の技術について、
論文を理解し応用システムの設計を可能とする知
識と学力を身につけることを授業の到達目標とす
る。

01CK210と同一。
2020年度開講せず。

0AL5518 情報・符号理論 1 2.0 1・2 秋AB 木3,4 3L207 古賀 弘樹

情報理論は、現代の情報通信社会において、通信
の高速化や安全性を実現するために不可欠な基礎
理論である。本講義では、特に情報源符号化、通
信路符号化、および、情報理論的なセキュリティ
に関する興味深い話題を、最近の研究の動向など
も交えて教授する。これらを通じて、知能機能シ
ステムにおけるコミュニケーションシステム分野
の専門知識を養う。

01CK401と同一。

0AL5519
ヒューマンエージェン
トインタラクション

1 2.0 1・2 秋AB 水1,2 3B402 大澤 博隆

人らしく感じられる意図のある人工物と、人間と
のやり取りに関する学問ヒューマンエージェント
インタラクションについて、その理論と応用を支
える哲学・認知科学・心理学・情報科学(人工知
能・エージェント技術)・インタフェースについ
て、科学と工学の両面から教授する。合わせて、
人間機械系における人間の特性や、人間と機械あ
るいは機械を媒介とした人間同士の協調を支援す
るシステムの設計法についても解説する。これら
を通じて、知能機能システムにおける人間・機
械・ロボットシステム分野の専門知識を養う。

01CK216, 02RE712と同
一。

0AL5520 人工知能特論 1 2.0 1・2

物理・情報・機械・心理学・認知神経科学を含む
人間-機械系の幅広い視点から人工知能研究につ
いて解説し、パターン理解・認知・学習や知識表
現といった先進的な概念と、知能システム及び身
体性のある知能機械(ロボット)・人支援技術への
応用について教授する。これらを通じて、知能機
能システムにおけるシステムデザイン分野の専門
知識を養う。

01CK106, 02RE720と同
一。
2020年度開講せず。

0AL5521 生体計測工学 1 2.0 1・2 春AB 火3,4 3L206 前田 祐佳

生体計測の対象は形状、機能、物性、エネルギー
などが挙げられる。対象としては一般的な工業計
測とは異なる面もあるが基礎的な計測原理や問題
点としては共通している。本講義では生体信号の
計測、特にヒトを対象とした計測における注意事
項を解説した後に、生体信号の種類をその物理的
属性とともに紹介し、生体計測の具体例およびそ
のデータ処理・解析法について教授する。これら
を通じて、知能機能システムにおける計測・制御
工学分野の専門知識を養う。

2020年度はオンライン
で実施
01CK312と同一。

0AL5522 生体情報処理特論 1 2.0 1・2 秋AB 火7,8 3B401 星野 聖

生体を理解し、医療やヒューマンインターフェー
ス開発を行うための基礎的な知識として、センサ
技術と生体現象の計測法、時系列や点系列信号の
解析法、決定論的あるいは確率論的見地からの生
体数理モデル構築の方法論、ならびに医用モニタ
リング、福祉工学、感覚補助代行等への応用につ
いて教授する。これらを通じて、知能機能システ
ムにおける人間・機械・ロボットシステム分野の
専門知識を養う。

西暦偶数年度は当専攻
有職者に限る
01CK207と同一。

0AL5523 知覚拡張工学 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4 3B303 善甫 啓一

五感やセンサーから取得された信号は、処理を通
して始めて有意な情報となる。本科目では、微弱
な信号を雑音の中から強調するアレー信号処理、
信号を情報に変換する信号処理、見守りにおける
異常状態の検出、センサーネットワークから得ら
れた大規模なデータを人に提示することで判断を
支援するサービスシステムなどを例に、各種セン
サー・システムを通した知覚の拡張について教授
する。これらを通じて、知能機能システムにおけ
る人間・機械・ロボットシステム分野の専門知識
を養う。

01CK215と同一。

0AL5524 適応システム構成論 4 2.0 1・2 春AB 火7,8 3B303 丸山 勉

生物の進化を情報数理的に一般化し、複雑適応系
の解明と工学への応用を論じる。具体的には探
索・学習・最適化などの問題解決法として広く社
会において用いられている遺伝的アルゴリズム、
進化計算等の原理、手法、応用例と、それを実現
するための計算システムについて教授する。これ
らを通じて、知能機能システムにおけるシステム
デザイン分野の専門知識を養う。

西暦偶数年度は当専攻
有職者に限る.2020年
度はオンラインで実施
01CK104と同一。

構造エネルギー工学関連科目(専門科目)
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0AL5600 マイクロメカニックス 1 2.0 1・2 春AB 木5,6 3A409
河井 昌道,松田
哲也

不均質な内部構造を持つ材料のマクロな挙動とミ
クロなそれを関連付ける力学について講述する。
金属材料に対する結晶転位塑性論と複合材料に対
する等価均質体法を中心に解説する。一般化連続
体力学についても論じる。

01CM223と同一。

0AL5601 圧縮性流れの力学 1 2.0 1・2 秋AB 水5,6 3B303 横田 茂

音波、衝撃波、ショックチューブ内の流れ等の波
動現象について述べる。さらに、斜め衝撃波と膨
張波の理論、亜音速及び超音速流れの線形擾乱理
論、特性曲線法などについて解説する。

準コア科目
01CM311と同一。
要望があれば英語で授
業

0AL5602 宇宙開発工学特論 1 1.0 1・2 秋C 集中 3B401
松本 聡,杉田 寛
之,水谷 忠均

宇宙機の熱制御技術と構造・材料技術、宇宙環境
利用技術、月・惑星探査技術に関して講義を行
う。

世話人:藤野
01CM428と同一。

0AL5603 環境流体工学特論 1 2.0 1・2 春AB 金5,6 3B302

白川 直樹,傳田
正利,京藤 敏達,
武若 聡,大楽 浩
司

河川を中心とした水圏内の流れを伴う環境問題に
ついて、流体力学(水理学)、水文統計、経済評価
などの面から分析する手法を学ぶ。地形図や流況
資料を用いた演習も行う。

01CM323と同一。
要望があれば英語で授
業

0AL5604 計算力学特論 1 2.0 1・2 秋AB 月3,4 3B303
松島 亘志,新宅
勇一

固体力学、流体力学、電磁気学等において広く用
いられている有限要素法の理論的基礎および実際
的な計算手法について講述する。

準コア科目
01CM211と同一。

0AL5605 原子炉構造設計 1 2.0 1・2 秋AB 火5,6 3B402 松田 昭博

火力発電における高温設計、軽水炉をはじめとす
る原子炉の構造設計について、材料挙動や強度の
基礎から具体的な設計法および健全性評価法につ
いて講義する。

01CM221と同一。

0AL5606 構造物設計法論 4 2.0 1・2 秋AB 木1,2 3B401
八十島 章,西尾
真由子

構造物の設計法の基本的な概念と手順について解
説する。特に鉄筋コンクリート構造物の耐震設計
法を,許容応力設計法と終局強度設計法の点より
詳しく述べ,理解を深めるために構造設計の演習
も行う。

01CM127と同一。

0AL5607 混相流工学 1 2.0 1・2 秋AB 水3,4 3A304
文字 秀明,金子
暁子,金川 哲也

流動伝熱関連機器や資源環境分野等で重要な役割
を果たす混相流の特性と力学に重点をおき、その
概念と基本的性質、混相流の力学、流動波動特性
および計測法について述べる。さらに最近のト
ピックスについて討論する。

01CM427と同一。

0AL5608 材料強度学特論 1 2.0 1・2 秋AB 金1,2 3B406 河井 昌道

巨視的材料強度を主題とし、材料の特性、挙動、
強度、破壊、ならびにその力学的な取り扱い方法
を総合的に解説する.材料強度を理解するために
必要な結晶転位論の基礎についても講述する.

01CM222と同一。

0AL5609 信頼性工学特論 4 2.0 1・2 秋AB 火3,4 3B406 西尾 真由子

授業の前半では、構造物の信頼性・安全性評価に
おいて求められる確率・統計理論と構造信頼性解
析の基礎理論について学修する。授業の後半で
は、それらの理論を踏まえた演習にも取り組む。

準コア科目
01CF406, 01CM111と同
一。
要望があれば英語で授
業

0AL5610 数値流体力学 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4 3B402 三目 直登

数値シミュレーションの数理モデルおよび数値解
析手法について、具体的な問題を取り上げながら
基礎から応用まで講義する。また、融合分野にお
ける最近の研究動向についても解説する。

準コア科目
01CM312と同一。

0AL5611 耐震工学特論 1 2.0 1・2 春AB 金3,4 3B406
庄司 学,境 有紀,
三目 直登

耐震工学の基礎事項から最新の研究成果までを概
説する。前半は、地震の発震機構と伝播プロセ
ス、地表面の強震動、地震危険度評価について述
べる。後半は、地震動と構造物被害の関係、構造
物の非線形地震応答解析および耐震設計との関係
について述べる。

01CF409, 01CM121と同
一。

0AL5612 地盤工学特論 1 2.0 1・2 春AB 月3,4 3A214 松島 亘志

本講義では,土粒子・水・空気の混相体である地
盤の複雑な力学挙動,それらを表現するための支
配方程式の構造,代表的な土の構成モデル,および
数値解析手法について解説する。

要望があれば英語で授
業
01CM128と同一。

0AL5613 輸送現象論 1 2.0 1・2 春AB 金1,2 3B302 西岡 牧人

物質および熱の移動現象を主として巨視的観点か
ら講義する。ついで物質の拡散と熱伝導に関する
具体的な環象とそれらの工学的応用例について解
説する。

準コア科目
01CM411と同一。

0AL5614 熱・流体計測法 1 2.0 1・2 春AB 木3,4 3B303
文字 秀明,嶋村
耕平

熱流体の速度、温度、濃度、圧力等の最新計測法
として、熱線流速計、レーザ流速計、画像処理流
速計、ホログラフィック流速計、NMR、レーザ誘
起蛍光法などを紹介し、得られるデータの処理方
法と共に論じる。

準コア科目
01CM412と同一。

0AL5615 複合構造特論 1 2.0 1・2 春AB 月1,2 3B401 金久保 利之

複合構造として鉄筋コンクリート構造に焦点をあ
て,その特徴を,構造様式や建設工法にしたがって
概説する。その後,線材,面材等の力学的性質を,
許容応力度設計法と限界状態設計法での利用に着
目して解説する。

01CM125と同一。
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0AL5616
構造エネルギー工学特
別講義I

1 1.0 1・2 春BC 集中 3B304
田中 実,永田 茂,
福島 雅紀,穂積
良和,牛島 栄

日本の社会を支える様々なインフラ,防災技術等
について,技術開発,マネージメント,維持管理,メ
ンテナンス,長寿命化,海外における事業展開等の
観点より,現場に携わっている講師陣が講述す
る。

世話人:武若,庄司
01CM901と同一。

0AL5617
構造エネルギー工学特
別講義II

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 3B401 榊田 創

本授業では、プラズマプロセス技術について講述
する。”プラズマ”は、太陽などの恒星、電離
層、オーロラ、雷などの自然現象に始まり、蛍光
灯、半導体プロセス、宇宙推進器などに適用され
てきており、人類にとって必要不可欠なものと
なっている。当該現象の学術的背景、及び技術的
内容について学習すると共に、プラズマプロセス
技術の医療機器開発への展開など、最新の多くの
開発動向について紹介する。

世話人:亀田
01CM907と同一。

0AL5618
構造エネルギー工学特
別講義III

1 1.0 1・2 秋C 集中 市川 和芳

発電電力量の約8割を化石燃料を用いた火力発電
に頼る我が国において、気候変動の要因である温
室効果ガスの削減は喫緊の課題である。本講義で
は、国内外の最新のエネルギー動向を踏まえ、低
炭素化に挑む最新の火力発電技術の取り組みに焦
点をあて、(1)最新のエネルギー情勢、(2)火力発
電の基礎、(3)革新的高効率技術(A-USC、IGCC、
燃料電池など)、(4)バイオマスエネルギー利用技
術、(5)ゼロエミッション化技術(CO2回収・利
用・固定化、水素利用など)について解説する。
また、これらを踏まえ、今後の我が国のエネル
ギーシステムのあり方について、議論を行う。

世話人:金子
01CM909と同一。

0AL5619
構造エネルギー工学特
別講義IV

1 1.0 1・2 秋C 集中 3B401 佐藤 博之

本授業では、第4世代原子炉のひとつであり、
1,000°C近い高温を取り出せ、優れた安全性を有
する高温ガス炉技術と高効率ガスタービン発電や
炭酸ガスフリーの大規模水素製造などの熱利用技
術を学習する。また、我が国のエネルギー情勢、
原子力と水素エネルギー開発の動向について紹介
する。

世話人:金子
01CM904と同一。
1/19,1/20,1/21

0AL5620
構造エネルギー工学特
別講義V

1 1.0 1・2 秋C 集中 3B204 吉田 啓之

原子力システム、特に発電用として活用されてい
る軽水炉(PWR、BWR)についてその概要を説明する
とともに、熱設計の方法やその課題を述べる。原
子炉内システムに関して熱流動(混相流熱流動)現
象に関連した数値シミュレーション、特に数値流
体力学について、その基礎を概説する。さらに数
値流体力学を熱設計に適用する際の課題について
示し、理解を深める。

世話人:金子
01CM905と同一。

エンパワーメント情報学関連科目(専門科目)
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0AL5700 拡張生体学 1 2.0 1・2 春AB 火1,2 3A213 鈴木 健嗣

物理・情報・機械・心理学を含む人間機械系の幅
広い視点から人間の能力を拡張する学問である拡
張生体学・人間拡張学への理解を深める。生体の
生理学的・生体力学的特性から、脳神経系を含む
情報的特性、及びパターン理解・認知・学習、身
体性と運動、認知神経科学といった関連する領域
における先進的な概念について解説する。また、
人の知能と人工知能、知能システム及び身体性の
ある知能機械(ロボット)の構築、機械系の機能と
人の機能を融合複合する人支援技術への応用につ
いて講義する。

西暦偶数年度開講。
02RB204と同一。

0AL5701 生体計測 4 2.0 1・2 秋AB 木3,4 3A213 廣川 暢一

本授業では人間の物理・生理特性を明らかにする
ための生体計測技術について学ぶ。ここでは,人
体および人体各部の形状や働きを定量的に計測す
る手法として,モーションキャプチャや慣性セン
サ等人の運動機能を計測するための手法を始め,
脳波計・筋電計といった中枢・末梢神経系の活動
計測手法、心電計・血圧計などの循環器機能の計
測手法、およびX線CT・MRIなど医用画像診断機器
について,その計測メカニズムの原理や特性を講
義と実習を通じて実践的に学習する。

西暦偶数年度開講。
02RB211と同一。
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0AL5702
実世界指向インタ
フェース

1 2.0 1・2

実世界指向インタフェースについて、特に視覚メ
ディアを中心に構成論と先端技術動向に関する講
義を行う。講義の内容は、人間とコンピュータの
インタラクション、対話型システムのデザイン、
人とコンピュータとコミュニケーション、CSCW等
の基礎からスタートし、各種の2次元ディスプレ
イから最新の3次元ディスプレイまでのハード
ウェア技術、およびそのVR・AR・複合現実感への
応用について近年の傾向を論ずる。これらを通じ
て、入出力インタフェース、ビジュアルインタ
フェース、空間型インタフェース、およびそうし
たインタフェースの評価について知識を身に付け
てもらう。

西暦奇数年度開講、
01CK407の単位取得者
は履修不可
01CF116, 02RB222と同
一。
2020年度開講せず。

0AL5703 神経運動制御 1 2.0 1・2 春C 集中 井澤 淳

私達は素早く滑らかで巧みな運動を数百ミリの潜
時で生成することが出来るだけなく、運動中の外
界の変化に対してもオンラインで素早く修正動作
を行うことが出来る。この脳における運動制御シ
ステムの巧妙さは、我々が同等の機能をロボット
によって実現しようと試みた時に、その困難さに
直面することで、より一層明確に理解することが
出来る。本授業では、脳と身体が運動を生成する
メカニズムをシステム工学の立場から整理し、ロ
ボット工学や制御工学の言葉を用いて脳機能の理
解を行う事を通じ、人が関わるシステムを設計す
る際の設計原理となる実践的な知識体系としての
「神経運動制御」を身につける。また、講義内容
の理解を補足する目的で、運動計測実験の実際も
経験する。

02RB232と同一。

0AL5704 触覚の計算論 1 2.0 1・2 秋AB 月3,4 3A213
望山 洋,矢野 博
明

人間に対して触覚(皮膚感覚及び深部感覚)を提示
するシステムの構築に必要な、神経生理学的基礎
知識、デバイスの構築方法及びセンシング、感覚
レンダリング、物理モデルシミュレーション手
法、これらの応用・評価に関する講義を行う。

西暦偶数年度開講。
02RB236と同一。

0AL5705 実験心理学方法論 1 2.0 1・2

「心」はどのようにして実験されるものなのだろ
うか。本授業では、知覚心理学(精神物理学にお
ける実験手法など)・認知心理学(記憶実験な
ど)・学習心理学(条件づけ実験など)・発達心理
学(知能検査、発達検査など)といった心理学の各
分野における測定法の概念と手法を、独立変数及
び従属変数の関係の中で学ぶ。また、実験心理学
の主要な実験(ストループ実験など)を授業内で体
験することにより、実験心理学の手法を学ぶ。実
験心理学研究方法の応用として最新の論文を授業
内で解説する。

西暦奇数年度開講
02RB234と同一。
2020年度開講せず。

0AL5706 機械学習基礎 4 2.0 1・2 春AB 月1,2 3A213 廣川 暢一

本授業では、人をエンパワーするシステムを構築
するための重要な技術である機械学習について、
特にクラス分類を取り上げ問題の捉え方やそれを
解くための技法を基礎から応用まで概観する。ま
た、演習を通じて理解度を深めるとともに実践的
なスキルを習得することを目標とする。具体的に
は,ベイス推定,畳み込みニューラルネットワー
ク,主成分分析,独立成分分析,サポートベクター
マシンといったパターン識別手法や,OpenCVを用
いた画像処理技法について,オンラインのコース
ワークや演習を通じて理解度を深めるとともに実
践的なスキルを習得することを目標とする。

01CK502, 01CK916の単
位取得者及び本年度履
修登録者は履修不可.
02RB245と同一。


